
２ 各教科の分析
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各教科の調査結果の概要 小学校国語

問題別集計結果

調査結果

○２二の問題の正答率が最も高い。これは文章中にある
「より」 と同じ使い方として適切なものを選ぶ選択式の問
題である。

○１三の問題の正答率が次いで高い。これは用いた資料に
合ったスピーチの内容を選ぶ選択式の問題である。

○２四の問題の正答率が最も低い。これは資料を読み、中
心となる文や語を見付けて要約する記述式の問題である。

○３三（１）ウの問題の無解答率が最も高い。これは「積み
（重ね）」の漢字を、文に合わせて正しく書く問題である。

形式別結果

領域別結果

観点別結果

選択式（８問） 短答式（３問） 記述式（３問）

北九州市正答率 ６９．８％ ６５．７％ ４０．５％

全国正答率 ７１．７％ ７０．６％ ４０．２％

北九州市無解答率 ０．９％ ８．６％ ５．３％

全国無解答率 １．５％ ９．９％ ６．４％

知識・技能 思考・判断・表現

北九州市正答率 ６４．１％ ６１．５％

全国正答率 ６８．３％ ６２．１％

北九州市無解答率 ５．１％ ２．３％

全国無解答率 ６．３％ ２．９％

話すこと
・聞くこと

書くこと 読むこと
言葉の特徴
や使い方に
関する事項

北九州正答率 ７５．９％ ６４．１％ ４５．４％ ６４．１％

全国正答率 ７７．８％ ６０．７％ ４７．２％ ６８．３％

北九州市無解答率 ０．３％ ４．６％ ２．９％ ５．１％

全国無解答率 ０．４％ ５．９％ ３．３％ ６．３％

平均正答数 平均正答率 全国比
R3北九州市 8.8/14 63% 97%
R3全国 9.1/14 64.7% 100%

記述式の問題について
は、全国を上回った。ま
た、無解答率も、すべて
の形式で全国より低い。

短答式の正答率が全国
との差が大きい。

書くことについては、全
国を上回った。無解答
率も、すべての領域で
全国より低い。言葉の
特徴や使い方に関する
事項の領域が全国との
差が最も大きい。

思考・判断・表現の観点

については、全国に近
付いている。知識・技能
の正答率の方が全国と
の差が、大きくなってい
る。無解答率は、どちら
も全国よりも低い。

設問 正答率(%) 誤答率(%) 無解答率(%)

１一 76.2 23.8 0.2
１二 72.6 27.4 0.3
１三 78.9 21.1 0.3

２一 75.0 25.0 0.3

２二 85.0 15.0 0.3
２三 32.3 67.7 3.8
２四 28.9 71.1 4.5

３一 67.9 32.1 1.5
３二 60.3 39.7 7.7
３三⑴ｱ 75.2 24.8 7.6

３三⑴ｳ 46.8 53.2 12.7
３三⑴ｴ 75.0 25.0 5.4
３三⑵ｲ 64.1 35.9 2.1

３三⑵ｵ 38.7 61.3 2.3
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目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する。問題番号 ２ の四

はじめ①おわり⑥ 中②～⑤
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国
際
的
な
広
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広
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本 市 正 答 率 ２ ８ ． ９ ％

全 国 正 答 率 ２ ９ ． ７ ％

本 市 無 解 答 率 ４ . ５ ％

全 国 無 解 答 率 ５ . ５ ％

調査問題を活用した授業改善のための指導資料
①全国的に課題の見られた問題を活用した指導例

〔１〕文章全体の構成から内容を把握する。

〔２〕相川さんがまとめようとしている内容を把握する。

〔３〕問われていることと、それに関する叙述を把握する。

（第５段落から中心となる語や文に必要に応じてサイドラインを引く）

〔４〕書く条件を把握する。

〔５〕条件に合わせて記述し、読み返して確かめる。

正答の導き方

＜正答例＞面ファスナーはしっかりとくっつきかん単にはがせることから、物がうかぶ国
際うちゅうステーションの中で、身の回りの全ての物の固定に使われている。（７０字）

〇文章の構成や展開、種類と特徴についての理解 〇情報と情報の関係付けの仕方を理解し使うこと

必要な知識及び技能
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誤答例とその原因

（誤答例２）

国際うちゅうステーションの中では、ペンやスプーン、カメラやコンピュータなど、身の
回りの全ての物を固定するために面ファスナーが使われている。

相川さんがまとめようとしていることは捉えられている。条件（国際宇宙ステーションでの
面ファスナーの使われ方）は満たしているが、もう１つの条件（面ファスナーのよさ）は満た
していない。

（誤答例１）

一人の気づきからたん生した面ファスナーは、人びとの要求に応える形で、活やくの
場を広げ、さらなる便利さが追求されてきた。

相川さんがまとめようとしていることが捉えられていない。

条件（資料からの言葉や文の取り上げ）は満たしているが、もう１つの条件（面ファスナー
のよさ・国際宇宙ステーションでの面ファスナーの使われ方）は満たしていない。

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する学習の
流れ

ステップ１ 「何のために」情報を集めるのか目的を確かめる。

ステップ２ 必要な情報（それを読み取る視点）を確かめる。

ステップ３
読み取った情報は、サイドラインを引いたりノートへ抜き出したりす
るなど、１つずつを目に見える形で処理する。
情報が複数ある場合は、２つの情報を同時に処理しない。

ステップ４
長い文章や複数の段落などから複雑な情報を整理するには、取り
出した情報を要素ごとに分解・仲間分けしたり、順序立てたりしてま
とめる。

ステップ５
複数の情報をまとめたり多様な条件でまとめたりすることが難しい
場合は、まずは１つずつまとめる。
徐々に情報や条件の数を増やす。
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由
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す
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よ
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ね
。

②基礎的・基本的な内容の定着を図る指導例及び知識や技能を活用した指導例
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各教科の調査結果の概要 小学校算数

問題別集計結果

調査結果

形式別結果

領域別結果

観点別結果

選択式（6問） 短答式（6問） 記述式（4問）

北九州市正答率 ７４．０％ ７４．８％ ５１．６％

全国正答率 ７６．０％ ７５．８％ ５３．０％

北九州市無解答率 ０．８％ １．４％ ６．０％

全国無解答率 １．０％ １．５％ ６．７％

知識・技能 思考・判断・表現

北九州市正答率 ７２．９％ ６３．３％

全国正答率 ７４．１％ ６５．１％

北九州市無解答率 １．０％ ４．０％

全国無解答率 １．２％ ４．５％

数と計算 図形 測定
変化と
関係

データの
活用

北九州市正答率 ６２．８％ ５６．８％ ７４．１％ ７４．１％ ７３．４％

全国正答率 ６３．１％ ５７．９％ ７４．７％ ７５．９％ ７６．０％

北九州市無解答率 ３．４％ ２．３％ １．２％ １．３％ ２．４％

全国無解答率 ３．９％ ２．４％ １．１％ １．５％ ２．８％

平均正答数 平均正答率 全国比
R3北九州市 11.0/16 69% 98%
R3全国 11.2/16 70.2% 100%

全国との差は、数と計
算領域が最も小さく、
データの活用領域が
最も大きい。

無解答率は５領域中
４領域で全国を下回
っている。

設問 正答率(%) 誤答率(%) 無解答率(%)
１（１） 62.5 37.5 1.8 
１（２） 83.3 16.7 1.5 
１（３） 53.8 46.2 1.1 
１（４） 88.1 11.9 0.7 
１（５） 85.1 14.9 1.2 
２（１） 57.0 43.0 1.4 
２（２） 71.6 28.4 1.0 
２（３） 41.7 58.3 4.5 
３（１） 94.9 5.1 0.2 
３（２） 89.3 10.7 0.3 
３（３） 62.1 37.9 1.3 
３（４） 48.6 51.4 9.5 
３（５） 72.2 27.8 0.9 
４（１） 81.2 18.8 1.5 
４（２） 53.9 46.1 2.0 
４（３） 53.4 46.6 8.1 

○３（１）の問題の正答率が最も高い。これは棒グラフ
から、数量を読み取る選択式の問題である。

○３（２）の問題の正答率が次いで高い。これは棒グ
ラフから項目間の関係を読み取る選択式の問題で
ある。

○２（３）の問題の正答率が最も低い。これは複数の
図形を組み合わせた平行四辺形について図形を構
成する要素などに着目し、図形の構成を捉えて面
積の求め方と答えを書く記述式の問題である。

○３（４）の問題の無解答率が最も高い。これは帯

グラフで表された複数のデータを比較し、示された特
徴をもった項目とその割合を書く記述式の問題であ
る。

全国との差は、思考・
判断・表現の観点が
大きい。

無解答率は２つの観
点とも全国を下回って
いる。

全国との差は短答式
が最も小さく、選択式
が最も大きい。

無解答率はすべての
形式で全国を下回っ
ている。
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本 市 正 答 率 ４ １ ． ７ ％
全 国 正 答 率 ４ ６ ． ０ ％

本 市 無 解 答 率 ４ ． ５ ％
全 国 無 解 答率 ４ ． ６ ％

図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉
えて、面積の求め方と答えを式や言葉を用いて記述する。

問題番号 ２の（３）

正答の導き方

〔１〕問題文から解答するときの条件を読み取る。
〔２〕平行四辺形の面積を求める公式を想起する。
〔３〕必要な情報のうち、分かっていないことを明確にする。
〔４〕分かったことをもとに、面積を求める。
〔５〕面積の求め方の説明を、問題文の条件に合わせて式や言葉で記述する。

＜正答例＞
【求め方】 辺ＢＣを底辺としたとき、高さは６×２＝１２で、１２㎝です。

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、５×１２＝６０で、６０㎠です。
【平行四辺形の面積】 ６０（㎠）

○平行四辺形の面積を公式を使って求める

必要な知識及び技能

調査問題を活用した授業改善のための指導資料
①全国的に課題の見られた問題を活用した指導例
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図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、
面積の求め方と答えを式や言葉を用いて記述する学習の流れ

ステップ１ 問題文を読み、解答するときの条件を読み取って、図形の面積の求め
方と答えを式や言葉を用いて記述する問題であることを把握する。

ステップ２ 問題を解決するために必要な情報は何かを確認し、与えられた情報
のうち、必要な情報と不必要な情報を区別する。

ステップ３ 必要な情報のうち不明な情報は、図形の性質を活用したり計算したり
して明確にする。

ステップ４
取り出したり明確にしたりした必要な情報を基に、図形の面積の求め
方と答えを式や言葉を用い、「どの辺を底辺や高さとしたのか。」「図形
をどのように見たのか。」等が明確になるように論理的に記述する。

誤答例とその原因

（誤答例１） 二等辺三角形の４つ分の面積を求めているもの

問題文の「平行四辺形の面積の公式を使って」という記述を
読み取ることができていない。

（誤答例２） 高さを「６.５㎝」の二つ分と捉えているもの

底辺と高さの関係を把握することができていない。
平行四辺形の面積を求める公式の意味を理解できていない。
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基礎的・基本的な内容の定着に向けた指導例

知識や技能を活用した指導例

（１）速さを求める除法の式と商の意味を理解する

（２）二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選び、求め方と答えを記述する

ア 、イ の式のそれぞれの数は何を
表していますか。

１分間あたりに進む道のりです。だから、 アの方が速いと言えます。

まずは式を読み取り、
次に商の意味を考える
ことが大切です。

二つの道のりは、それぞれ何ｍに
なりますか。

より簡潔な考えができるように
共通する「１０００ｍ」に着目さ
せ、求め方を考えさせることが
大切です。

(1) (2)

歩いた時間や道のりです。

道のりを速さでわったときに求められる答えは、何を表していていますか。

Ａは５３００ｍ、Ｂは５５００ｍです。

城と図書館の間の道のりが「１０００ｍ」ですね。この「１０００ｍ」を計算
に入れずに、求め方と答えを記述することはできますか。

例えば、Ａコースは１６００ｍ＋２７００ｍ、Ｂコースは１５００ｍ＋３０００ｍと計算
でき、それぞれの道のりの差を求めることができます。

②基礎的・基本的な内容の定着を図る指導例及び知識や技能を活用した指導例
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各教科の調査結果の概要 中学校国語

問題別集計結果

調査結果

形式別結果

領域別結果

観点別結果

選択式（６問） 短答式（４問） 記述式（４問）

北九州市正答率 ６２．１％ ７２．２％ ５５．９％

全国正答率 ６３．９％ ７４．４％ ５６．０％

北九州市無解答率 ０．４％ ３．４％ １１．７％

全国無解答率 ０．４％ ３．２％ １１．４％

話すこと
・聞くこと

書くこと 読むこと
伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項

北九州市正答率 ７９．５％ ５６．１％ ４７．１％ ７２．４％

全国正答率 ７９．８％ ５７．１％ ４８．５％ ７５．２％

北九州市無解答率 １．２％ ６．３％ ８．３％ １．８％

全国無解答率 １．３％ ６．２％ ８．１％ １．７％

平均正答数 平均正答率 全国比
R3北九州市 8.8/14 63% 97%
R3全国 9.0/14 64.6% 100%

話すこと・聞くことにつ
いては、平均正答率が
全国と同程度であり、
無解答率は全国より低
い。伝統的な言語文化
と国語の特質に関する
事項において、全国と
の差が最も大きい。

どの問題形式におい
ても、全国を下回って
いるが、記述式の正答
率は全国との差が

０．１％であり（平成３１
年度は２．１％の差）、
全国と同程度になって
いる。

どの観点においても、

全国を下回っているが、
平成３１年度の調査結
果と比べ、すべての観
点において、全国正答
率に近づいている。無
解答率は全国とほぼ同
程度である。

設問 正答率(%) 誤答率(%) 無解答率(%)

１一 90.7 9.3 0.1 
１二 92.3 7.7 0.1 
１三 55.5 44.5 3.3 
２一 22.9 77.1 0.2 
２二 76.6 23.4 8.3 
３一 38.4 61.6 0.3 
３二 57.3 42.7 0.4 
３三 69.7 30.3 7.5 
３四 22.8 77.2 24.9 
４一① 97.3 2.7 1.6 
４一② 86.8 13.2 2.7 
４二 70.7 29.3 1.2 
４三 34.8 65.2 1.8 
４四 68.7 31.3 10.3 

○４一①の問題の正答率が最も高い。これは「伸（ばして）」
を、文脈に即して正しく読む短答式の問題である。

○１二の問題の正答率が次いで高い。これは質問の意図を
捉える問題であり、話合いの話題や方向を踏まえ、質問の
意図として適切なものを選択肢から選ぶ問題である。

○３四の問題の正答率が最も低く、無解答率が最も高い。
これは、文章に表れているものの見方や考え方を捉え、文
章中の表現を引用した上で、分かったことと自分の考えを
書く記述式の問題である。

関心・意欲・
態度

話すこと・聞
くこと

書くこと 読むこと
言語についての
知識・理解・技能

北九州市正答率 ５５．９％ ７９．５％ ５６．１％ ４７．１％ ７２．４％

全国正答率 ５６．０％ ７９．８％ ５７．１％ ４８．５％ ７５．２％

北九州市無解答率 １１．７％ １．２％ ６．３％ ８．３％ １．８％

全国無解答率 １１．４％ １．３％ ６．２％ ８．１％ １．７％
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調査問題を活用した授業改善のための指導資料
①全国的に課題の見られた問題を活用した指導例

問題番号 ３ の四

本市正答率２２．８％
全国正答率２０．５％

本市無解答率２４．９％
全国無解答率２４．１％

正答の導き方

○引用の仕方について理解を深め、使うこと ○事象や行為、心情を表す語句の量を増やすこと

必要な知識及び技能

文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の
考えをもつ。

※

一
部
省
略

〔 １ 〕 問題文と条件を 読ん で、 文章を 読み取る視点を 確認す る 。

〔 ２ 〕 【 文章の一部 】から 、 「 吾輩 」が 「黒 」 を評価し ている 表現を 見付ける 。

〔 ３ 〕 「 吾輩 」が 「黒 」 にどのよ うな 接し方を して いる かが分かる 表現を 見付ける 。

〔 ４ 〕 読み取っ た こ とを も とに条件 １ に合わせて書き、 そ の後 、 条件 ２ の自分の考

え を 書 く 。

＜正答例＞

「はなはだ 御しやすい猫である 」 と評価しており 、 「 吾輩 」は 「黒 」の機嫌を とる

よ うな接し方を している こ とが分かる 。 私は 、 こ のよ うな 「吾輩 」の接し方はとて

も 賢いと思 う 。

の
よ
う
に
、「
吾
輩
」

が
「
黒
」を
ど
の
よ
う
な
猫

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か

が
分
か
る
表
現
に
着
目

す
る
。線

の
よ
う
に
、「
吾

輩
」
が
「
黒
」に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て

い
る
か
が
分
か
る
表
現
に

着
目
す
る
。

「
吾
輩
」
の
「
黒
」
へ
の
接
し

方
に
つ
い
て
、
自
分
は
ど

う
思
う
か
具
体
的
に
考

え
る
。
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誤答例とその原因

（誤答例２）
「腕力と勇気とにいたってはとうてい黒の比較にはならない」とあり、「吾輩」の「黒」へ

の接し方について、私も見習いたい。

「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用しているが、その部分をもとに「吾輩」が
「黒」にどのような接し方をしているのかが書かれていない。

（誤答例１）
吾輩は少々気味が悪くなって、うちへ帰りました。吾輩は黒に近づきすぎないように

接していることが分かります。私は、このような吾輩の行動は理解でき、決して悪い接
し方だとは思いません。

自分の考えを具体的に書いているが、文章の内容を把握できておらず、「吾輩」が
「黒」を評価している表現を引用できていない。

文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつ
学習の流れ

ステップ１ どのような視点で文章を読み解いていくのかを確認し、その視点に
沿って内容を理解する。

ステップ２ 引用の仕方（文章の一節や文、語句などをそのまま抜き出す、「 」
でくくるなど）について確認する。

ステップ３

条件に合った表現や語句を文章中から抜き出す。サイドラインを引
いたり、ノートに箇条書きで抜き出したりするなど、見える形にして
おく。必要があれば、抜き出した表現や語句を条件に合わせて分
類して整理する。

ステップ４
抜き出した表現や語句から、登場人物の言動の意味や作者のもの
の見方・考え方について、分かることを書く。

ステップ５
登場人物の言動の意味や作者のものの見方・考え方について、自
分の考えを書く。その際、なぜそう考えるのか分かるように、自分
の体験に基づけるなどして、具体的に書くようにする。
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基
礎
的
・基
本
的
な
内
容
の
定
着
に
向
け
た

指
導
例

三

相
手
や
目
的
に
応
じ
て

敬
語
を
適
切
に
使
う

知
識
や
技
能
を
活
用
し
た
指
導
例

四

伝
え
た
い
事
柄
が
、
敬
語
を

使
っ
て
伝
わ
る
よ
う
に
書
く

丁
寧
語

尊
敬
語

謙
譲
語

文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
敬

語
を
分
類
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

文
末
に「
で
す
」「
ま
す
」
が

使
わ
れ
て
い
る
ね
。

「
差
し
上
げ
る
」「
申
し
ま

す
」「
ご
説
明
す
る
」「
お
尋

ね
に
な
る
」
は
ど
の
よ
う
に

分
類
す
る
の
か
な
。

日
頃
か
ら
相
手
や
場
面

に
応
じ
て
敬
語
を
意
識

し
て
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

ま
ず
は
、「
で
す
」「
ま
す
」
を
使
っ

て
文
章
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
前
に「
確
認
し
た
い
」「
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
ど
う

敬
語
に
直
せ
ば
い
い
か
な
。

確
認
事
項
に
つ
い
て
は
相

手
に
回
答
し
て
も
ら
う

の
で
、
最
後
に
言
葉
を
加

え
る
と
さ
ら
に
よ
い
で
す

ね
。

②基礎的・基本的な内容の定着を図る指導例及び知識や技能を活用した指導例

そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
や
行
為
は
誰

が
し
て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

読
み
返
し
て
み
て
、
尊
敬
語
と

謙
譲
語
を
間
違
え
て
い
な
い
か

確
認
し
よ
う
。
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各教科の調査結果の概要 中学校数学

問題別集計結果

調査結果

形式別結果

領域別結果

観点別結果

選択式（２問） 短答式（９問） 記述式（５問）

北九州市正答率 ５１．７％ ６８．４％ ３２．９％

全国正答率 ５２．５％ ７０．５％ ３５．０％

北九州市無解答率 ０．６％ ８．５％ ２１．９％

全国無解答率 ０．７％ ７．９％ ２１．２％

数学的な見方や考え方 数学的な技能
数量や図形などにつ
いての知識・理解

北九州市正答率 ３９．２％ ７４．０％ ６４．５％

全国正答率 ４１．１％ ７７．６％ ６５．６％

北九州市無解答率 ２０．４％ ３．９％ ５．５％

全国無解答率 １９．７％ ３．１％ ５．２％

数と式 図形 関数 資料の活用

北九州市正答率 ６２．０％ ４８．６％ ５５．３％ ５３．１％

全国正答率 ６４．９％ ５１．４％ ５６．４％ ５３．９％

北九州市無解答率 １２．５％ １２．２％ １２．５％ ９．６％

全国無解答率 １１．４％ １１．７％ １２．０％ ９．６％

平均正答数 平均正答率 全国比
R3北九州市 8.8/16 55% 96%
R3全国 9.1/16 57.2% 100%

資料の活用について、
全国と同程度であった。
４問中、３問で全国を上
回った。しかし、その中
の「グラフの特徴を説明
する問題」では、正答率
が１２．３％と低い値で
あった。

どの形式においても
全国を下回っている
が、選択式の平均正
答率が全国に最も近
い。（令和３年度全国
比９８％、平成３１年
度全国比９６％）

数量や図形などにつ
いての知識・理解の
平均正答率が全国に
最も近い。

（令和３年度全国比９
８％、平成３１年度９
４％）

○７（１）の問題の正答率が最も高い。関数で、与えられた
表やグラフから、必要な情報を読み取り、グラフ上の４つの
点から当てはまる点を選ぶ問題である。

○８（１）の問題の正答率が次いで高い。これは資料の活用
で、ヒストグラムからある階級の度数を読み取る問題である。

○８（３）の問題の正答率が最も低く、無解答率が最も高い。
これは資料の活用で、データの傾向を的確に捉え、判断の
理由を数学的な表現を用いて説明する問題である。本市
の正答率は、全国平均正答率１１．１％を上回っているも
のの、全国的にも、継続して課題となっている問題である。

設問 正答率(%) 誤答率(%) 無解答率(%)

１ 74.3 25.7 1.3
２ 68.0 32.0 9.3

３ 66.1 33.9 0.2
４ 45.0 55.0 9.4

５ 79.8 20.2 1.2
６（１） 83.0 17.0 3.6

６（２） 56.5 43.5 17.8

６（３） 28.3 71.7 30.4
７（１） 93.3 6.7 2.4

７（２） 27.6 72.4 25.8
８（１） 83.1 16.9 4.6

８（２） 37.3 62.7 0.9
８（３） 12.3 87.7 31.8

９（１） 39.7 60.3 3.9
９（２） 62.0 38.0 15.3
９（３） 26.7 73.3 29.3
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調査問題を活用した授業改善のための指導資料
①全国的に課題の見られた問題を活用した指導例

問題番号８の（３）
データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて

説明することができる。

本市正答率 １２．３％
全国正答率 １１．１％
本市無解答率 ３１．８％
全国無解答率 ３２．２％

正答の導き方

〔１〕 グラフの意味を理解する。
・横軸は１日の気温差を、縦軸は相対度数を表している。
・日照時間が６時間未満のグラフが破線、６時間以上のグラフが実線で表されている。

〔２〕 ２つの度数分布多角形の形状や位置に注目し、比較する。

必要な知識及び技能
○相対度数とは、各階級の総度数に対する割合であることの理解

（相対度数）＝（その階級の度数）÷（総度数）

○度数分布多角形は、ヒストグラムの１つ１つの長方形の上の辺の中点を、順に線分で結んだ折
れ線グラフであり、複数の資料の傾向が比べやすくなること

〔３〕 〔２〕で分かった度数分布多角形の位置や形状の共通点や差異点を基に説明する。

＜正答例＞ ２つの度数分布多角形が同じような形で、６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以

上の度数分布多角形の方が右側にある。したがって、日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の
日より気温差が大きい傾向にある。
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誤答例とその原因

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を
用いて説明する学習の流れ

（誤答例１）
相対度数の最大値を比べると、日照時間が６時間以上の相対度

数の方が高いから。

２つの度数分布多角形の特徴を比較するときに、相対度数の最大値だけに着
目している。

（誤答例２）
相対度数が最大の時の温度を比べると、日照時間が６時間以上

の方が６℃高いから。

度数分布多角形の横軸のある点のみを比較している。

※ 誤答例１、２ともに、全体的なグラフの形状や位置のずれを総合的に判断で
きておらず、一部分だけに着目している。

ステップ１
表やグラフなど、与えられた資料がそれぞれ何を表している
か、また、表の項目やグラフの縦軸・横軸が何を表している
かを確かめる。

ステップ２ 表やグラフの中にある複数のデータをそれぞれ比較し、共通
点や差異点を見出すことで、何が分かるかを考える。

ステップ３
分かったことのうち、説明すべき事柄と関係のあるものを取
捨選択し、根拠を明確にする。

ステップ４
根拠をもとに、数学的な表現を用いて論理的に説明し、結論
付けられるよう、「・・・だから、〇〇である。」などの文形を用
いながら表現する。
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基礎的・基本的な内容の定着に向けた指導例

知識や技能を活用した指導例

（１）与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取る

（２）事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する

グラフのｘ軸やｙ軸が何を表しているかを確認し、表のどの値がグラフ
のどの点と関連しているのかを調べましょう。

ｘ軸が砂の重さ、ｙ軸は砂が落ちるまでの時間で、表
の５つの値の組が、それぞれグラフ上に左から順に
点をとっているよ。

表をグラフに表すこ
とで、同一直線にな
りそうなことに気づく
ことができます。

まず、５つの点が一直線上にあるものとし、直線のグラフをかいてみましょう。そ
の時、グラフ上のどの点に着目して考えればよいでしょうか。

ｙ軸が時間を表しているので、ｙ＝１２０のときのｘ座標を読む方法
があるよ。

原点を通る直線だから、ｘとｙの関係を比例の式で表し、その式に
ｙ＝１２０を代入して、ｘの値を求める方法があるよ。いろいろな考
え方ができるね。

多面的に捉え、
それぞれの考
えのよさを共感
しましょう。

②基礎的・基本的な内容の定着を図る指導例及び知識や技能を活用した指導例

そうですね。では、グラフ以外の考え方はありませんか。グラフは
原点を通る直線です。２つの数量関係を式に表せそうですね。
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今後の取組について

【国語科】

北九州市の目指す「学びの質を高める授業」づくり つのポイント

１ 学び合いの「質を高める」基盤づくり
２ めあての設定は「子どもと一緒に」
３ 「問い」と「気付き」を促す発問
４ 「考えを深める」話し合う活動と書く活動
５ まとめと振り返りは「子ども自らの言葉」で

「子どもの学びの充実」
を重視

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」領域の、漢字を記述する短答式の問題と短文の中で修飾

語が係る言葉を選ぶ選択式の問題において、全国平均との開きがみられた。

今回の調査結果の課題

・文や文章の構造、言葉について、「知る」「理解する」にとどめるのではなく、他の学習場面や日常

生活において「活用する」力

課題解決に向けてさらに育成したい力

「話し合う活動と書く活動」や「まとめと振り返り」
・新たに知った漢字や言葉などを積極的に使って表したり伝えたりできるようにする。そのため
に、ノートや黒板に新出漢字や新たに知った言葉を書いておく欄を設けたり、書く活動や振り
返りの際に使用する言葉を指定したりする。

取組例

取組例

北九州市では、平成２８年度に「わかる授業」づくり５つのポイントを作成しました。そして、
昨年度末より、さらに授業の質を高めるための「学びの質を高める授業」づくり５つのポイン
トを作成し、取組を進めています。ここでは、今回の調査結果の課題解決に向けて「学びの
質を高める授業」づくり５つのポイントに基づいた取組例を示しています。

【算数科】

・「データの活用」領域において、統計的な問題解決の方法を用いた問題において、全国平均との開

きがみられた。

・データを二次元の表に分類整理する力

・グラフで表された複数のデータを比較してわかることを記述する力

「『考えを深める』話し合う活動と書く活動」
・データをどのような項目で分類整理すればよいか、自分の考えを書き話し合うようにする。
・グラフからデータの特徴や傾向を読み取ることができるようにするために、グラフのどの部分
に着目したのかを説明する活動を行う。

課題解決に向けてさらに育成したい力

今回の調査結果の課題

小学校
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今後の取組について

中学校

【数学科】

・「図形」領域では、平行四辺形になるための条件を用いて、四角形が平行四辺形になることを証

明する問題において、全国平均との開きがみられた。

・図形の性質を基に、根拠を明確にして、ある事柄が成り立つことについて証明することができ

る力

「『考えを深める』話し合う活動と書く活動」
・図形の証明をする際、今までに学習した図形の性質を使って、その図形の中に、等しい辺
の長さや等しい角の大きさなどの関係がないかを見つける活動を取り入れる。その中から証
明するために必要な事柄を取り出し、筋道に沿って、証明を書く活動を行う。

【国語科】

・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」領域では、事象や行為を表す多様な語句の意

味を選択する問題や、適切な敬語に直し、その敬語の種類を選択する問題において、全国平均と

の開きがみられた。

・学習した語句について、言葉の働きを十分に理解し、会話や文章、他教科の学習や社会生活の

中で、相手や場に応じて適切に使うことができる力

「『考えを深める』話し合う活動と書く活動」
・相手や場を想定しながらスピーチやインタビューを行う、手紙や電子メールを書くなどの活動
を取り入れる。
・新たに学習した語句をノートや語彙手帳等に用例とともに書き留め、使用したことが後で確
認できるように、使用したら印をつけるなど、生活において使えるようにする。

課題解決に向けてさらに育成したい力

取組例

課題解決に向けてさらに育成したい力

取組例

今回の調査結果の課題

今回の調査結果の課題

※コロナ禍においては、感染拡大防止の観点から、授業実施上の留意
点を踏まえた指導をお願いします。

28


